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 Learners’ Language Corpus of Japanese & Online 
Dictionary of Japanese Errors 

 Online Dictionary of Misused English – Based on a 
Learners’ Corpus

 Available via http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus/

Previous research achievements: 
online resources

http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus/






 Kaken B government-funded research project

 “Construction of a Japanese-English-Chinese Online 
Error Corpus and development of English, Japanese 
and Chinese language pedagogy taking into account 
learners’ native languages (2013-2015, representative: 
Keiko Mochizuki)”.

Japanese-English-Chinese Online 
Error Corpus



 

Three-way Structure of the Corpus 





 Students from Japan, Taiwan and China

 Tokyo University of Foreign Studies

 National Taiwan Normal University

 Shanghai International Studies University

 Themed essays & translation tasks

 Corrections by native English speakers

English Learners’ Corpus



Original Essay



Essay corrected by native English 
speaker





 Search by grammatical category

 Search by error type (replace, delete, insert)

 Learner information (institution, native language etc)

Error search





Check full text



（1）My personal  lecture   of for thesis was done on  Mr.  Hu's 
bed

（TUFS_09_2013）

“論文の指導”

（2）Then,   he gave me a candy  with a smile  from a red candy 
box  which is like  a gift  of from a wedding party.

（TUFS_36_2013）

結婚式の引き出物“

Native language interference and 
learner errors: of and 「の」



（3）I make it a rule to invite these exchange students to 
my house after they  came have come to and got used 
to Japan.

（TUFS_07_2013）

（4）I  have visited  Beijing, Shanghai, London and Taiwan  
to  study when I was in my twenties and my thirties.

（TUFS_20_2013）

Grammatical errors: tense



1. Find frequent errors by high-level learners

2. Consider the possibility of native language interference

3. Compare and contrast different languages

4. Develop teaching materials better suited to learners of a 
particular mother tongue

Error Corpora & Language Pedagogy



日本語母語外国語学習者の
誤用特徴

三方向学習者コーパスから
の知見

望月圭子／申亜敏／小柳昇／鄔海庁／ローレンス・ニューベリーペイトン
／張正

発表者：東京外国語大学大学院博士後期課程 張正



学習者コーパス

双方向誤用対照





中国語学習者コーパス

データ提供者：

日本語母語：東京外語大中国語専攻
2、3、4年生（公開：http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus_ch/）

英語母語：台湾師範大学華語文能力試験
CEFER A2 B1 B2（非公開）

コーパス規模

日： 425作文 179940文字 添削＋タグ付き

英：A2：225作文 35518文字 添削＋タグ付き

B1：344作文 33490文字 添削＋タグ付き

B2：作業中

http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus_ch/


タグから検索



Case Study 1：了（le）の誤用

 中国語の了（le）

 了1：動詞の直後 完了を表す アスペクト助詞

 了2：文末 状況変化を表す 文末助詞

日本語母語学習者 英語母語学習者（B2）

了1
Del 6.0% 3.2%

Add 48.7% 5.4%

了2
Del 8.0% 3.8%

Add 30.7% 5.9%

過少使用

（梁詩歌 2016）



Case Study 2：会（hui）の誤用

 中国語の会（hui）

 会1：能力

 会2：蓋然性判断 → will 

日本語母語学習者 英語母語学習者（B2）

会2

Del 0.0% 3.7%

Add 83.6% 0.0%

過少使用

（張景斌 2016）



Case Study 3：結果補語の誤用

• 中国語の結果補語

• 調査対象：～到（dao） ～完（wan） ～成（cheng）

• 動詞直後 動作の様態を表す（完了、結果）

日本語母語学習者 中国語母語話者 英語母語学習者（B2）

～到 1.06 12.54 138.55

～完 1.06 6.19 21.80

～成 3.06 11.68 8.06

（張正 2017）
過少使用 過剰使用

一万語当り



まとめ 1／2

 Case Study 1～3：時間領域
日本語母語学習者：過少使用 なぜ？

 日本語の【動詞】

 ～了、～到、～完、～成 → 完了・結果
 日本語 他動詞 ⇆ 自動詞 （非対格自動詞）【結果性】

 枝を折る ⇆ 枝が折れる
 break the branch ⇆ the branch breaks
 折树枝 ⇆ 树枝折断了

 会 → 蓋然・未来
 日本語 シタ ⇆ スル【現在・未来】

 動詞に含まれる情報量が違う
 テンス・アスペクト・結果などの表現が異なっても、人間の言語に

おいて必然的に一定の枠に収まっている



まとめ 2／2

 予測

 日 中国語学習者：アスペクト助詞・結果補語の過
少使用

→日 英語学習者：完了形の過少使用？

 日 中国語学習者：蓋然性を表す「会」の過少使用

→日 母語英語学習者：will, may…の過少使用？



「飛びこむ」と共起する場所
名詞から見る中日の認知相違

望月圭子／申亜敏／小柳昇／鄔海庁／ローレンス・ニューベ
リーペイトン／張正

発表者：東京外国語大学博士後期課程
ウ ハイティン



まず、次の例文を見てみよう。

(1) a .私はもともと○○大学に入りたかったのです。

b.私はもともと○○大学を受験しようと思っていた。

(2) a.これこそまさに私の買いたい辞書だ。

b.これこそまさに私が探していた辞書だ。

(翟東娜 2014:9)



大学入学試験のスクリプトはおおよそ出願、受験、合格、入学という

順序で構成されているが、多数の日本語母語話者が例(1b) のように

受験の段階をプロファイルしているが、中国語母語話者は例(1a) のよ

うに入学の段階に焦点を当てている。また、辞書を買うスクリプトにお

いても、日本語母語話者と中国語母語話者は各々辞書を探す段階

とお金を払って辞書を入手するという最後の段階をプロファイルして

いる。



異なる言語を操る人々はほぼ同じ客観世界に生存しているの

で、認知上の共通性に起因する現実的な基礎を有している。し

かしながら、概念化を通じて主観的に加工された認知世界間に

は差異の存在が免れられない。さらに、言葉に託して事態や自

己の思考·感情を表出する場合、諸言語の様々な特性や制約

によってその差異がより一層拡大されている。



王寅 (1998)



一 「飛びこむ」と共起する場所名詞の特徴

I そのプロトタイプは建物や施設あるはいその一部である。

(4) 私たちは人命救助のために炎上中のビルに飛び込んでいきはするでしょ
うが、男性グループから仲間外れにされるような危険は冒さないのです。

（均衡『平和への勇気』）

(5) 廊下に出たところで、いきなり曲がって女子トイレにとびこみ、ドアをバタ
ンと閉めて鍵をかけると、茶封筒をとり出した。

（均衡『典奴どすえ』）



II 開いた空間領域や平面上の領域

(6) 隊員たちはマスクをぴったりはめてから海に飛び込んだ。
（均衡『南の聖域を守れ！』）

(7) ハリーは赤い閃光を避けて大理石の天使の像の陰に飛び込んだ。
（均衡『ハリー・ポッターと炎のゴブレット』）

殆どの場合、中国語母語話者は難もなく「飛びこむ」の基本的用法を把握

することができる。ただし、言語に反映されているずれの存在も事実である。



二 場所名詞から見る中日認知上の相違

(8)  a. 先生、下等の車室の入口へ立って、何だか躊躇の体であったが、お
れの顔を見るや否や思い切って、飛び込んでしまった。

b. 车厢 钻进车
厢

（中日『坊ちゃん』）

(9) a. その人もすごく頭が良かったんだけれど､十七から二十一まで四年間
家の中に閉じこもって、結局ある日突然外に出てって電車にとびこんじゃっ
たんだって｡

b. 说 脑 17 21岁 结
说 进电车轨 给压

（中日『ノルウェイの森』）

(10)   轨 杀 铁1 线 钟

CCL 闻报



(11) そして、ママのひろげた腕の中にとびこんで泣いた。
（均衡『ぬいぐるみを檻に入れられて』）

(12) ふわりと柔らかい体が両手の中に飛び込んで来る。
（均衡『翔んでる警視正』）

「腕」と「手」は「肩から指先までの部分」を指しているが、「飛びこまれる」場

所はその「腕」と「手」の内部ではなく、「腕」と「手」をそれぞれ境界として囲

まれた空間である。中国語の「怀中」「怀里」が相当する表現と考えられる。

つまり、中国語の場合は、胸の前の部分がプロファイルされているが、日本

語の場合は、「腕」と「手」が空間のバンドリーとしてプロファイルされることも

できる。



(13)   彼女は警察に何回飛び込んだか分からない。
（均衡『どくとるマンボウ医局記』）

(14)   アニーはカフェに飛び込み、ヘレンの姿が見えないので立ちどまった。
（均衡『二人のあなた』）

例(13)の「警察」と例(14)の「カフェ」は実際其々「警察署」と「カフェ店」を指

している。警察という職業者は仕事の場所、カフェという商品は販売場所を

メトニミー的に代用されている。しかし、中国語の場合は、日本語のようなメト

ニミー現象が生じておらず、必ず「警察局」「咖啡店」という表現を使わなけ

ればならない。



三 結語

言語の問題は単に形式·構造の側面だけでは言語現象を有効に説

明できない。認知的にアプローチすると、煩雑な事象に戸惑わず、深

層の根源的な原因を究明することが可能になる。

日本語教育においては、正しい文法のみならず、日本人の好ましい

言い方、つまり、認知上の日本人の特徴を明らかにする必要があると

思われる。
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